
古
筆
切
研
究
の
進
展
は
め
ざ
ま
し
い
。
専
門
的
な
問
題
が
あ
る
に
せ
よ
『
古
筆
学
大
成
」
の
巨
大
な
成
果
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
さ
ら

に
藤
井
隆
・
田
中
登
な
ど
の
先
駆
者
た
ち
に
よ
っ
て
「
国
文
学
古
筆
切
入
門
」
（
和
泉
書
院
、
正
・
続
・
続
々
）
、
「
平
成
新
修
古
筆
資
料

集
』
（
思
文
閣
出
版
、
第
一
～
五
集
）
な
ど
の
手
軽
な
資
料
集
が
刊
行
さ
れ
、
一
方
で
は
、
村
上
翠
亭
・
高
城
弘
一
・
松
村
一
徳
・
小
林

強
・
中
村
健
太
郎
『
古
筆
鑑
定
必
携
Ｉ
古
筆
切
と
極
札
』
（
淡
交
社
、
二
○
○
四
年
三
月
刊
）
、
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
古
筆
へ
の
誘

い
』
（
三
弥
井
書
店
、
二
○
○
五
年
三
月
刊
）
の
よ
う
に
質
の
高
い
啓
蒙
書
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
本
来
の
用
途
と
し
て
、
古
筆
切
は
発
生
段
階
か
ら
歌
書
切
が
中
心
と
な
る
も
の
で
、
平
安
時
代
の
遺
墨
を
は
じ
め
と
し
て
鎌

調
査
報
告
九
十
ｌ
｜
｜
’

｜
実
践
女
子
大
学
所
蔵
古
筆
切
の
現
在

「
源
氏
物
語
』
古
筆
切
二
種

ｌ
ツ
レ
を
め
ぐ
る
捜
索
願
Ｉ

横
井
孝

－Rq－
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倉
・
室
町
・
江
戸
と
各
時
代
の
も
の
が
伝
存
し
、
そ
の
質
量
は
雁
大
な
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。
二
○
一
○
年
度
の
日
本
古
典
学
術
賞
を
受

賞
し
た
久
保
木
秀
夫
の
『
中
古
中
世
散
供
歌
集
研
究
』
（
青
簡
舎
、
二
○
○
九
年
二
月
刊
）
な
ど
は
広
燃
に
し
て
精
綴
を
き
わ
め
る
、

最
新
の
成
果
で
あ
る
が
、
書
名
に
端
的
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
歌
集
切
の
体
系
的
研
究
に
ほ
か
な
ら
ず
、
王
朝
物
語
の
古
筆
切
に
つ
い
て
の

研
究
は
こ
れ
に
匹
敵
す
る
も
の
皆
無
の
状
況
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
右
掲
の
『
古
筆
学
大
成
』
全
三
○
巻
の
中
で
も
、
物
語
等
の
散
文
資

料
は
た
だ
の
二
巻
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
物
語
断
簡
の
研
究
が
待
望
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

二
○
○
九
年
二
月
二
一
日
、
田
中
登
・
別
府
節
子
・
池
田
和
臣
・
今
西
祐
一
郎
の
各
氏
を
パ
ネ
ラ
ー
に
招
待
し
、
本
学
に
お
い
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
源
氏
物
語
の
古
筆
切
」
を
開
催
し
て
、
専
門
の
諸
氏
の
み
な
ら
ず
一
般
に
好
評
を
得
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
し
、
そ
の

（
１
）

後
、
二
○
一
○
年
三
月
に
は
武
蔵
野
書
院
主
催
に
よ
る
「
座
談
会
王
朝
物
語
の
古
筆
切
」
（
槁
者
・
横
井
が
司
会
を
つ
と
め
た
）
、
さ
ら
に
、

こ
れ
は
物
語
に
限
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
笠
間
書
院
に
よ
る
「
座
談
会
古
筆
切
研
究
の
現
在
Ｉ
今
後
ど
の
よ
う
に
研
究
を
す
す

（
２
）

め
て
い
く
か
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
さ
に
研
究
の
熱
を
感
じ
る
分
野
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

本
学
所
蔵
の
『
源
氏
物
語
」
関
係
の
古
筆
切
に
つ
い
て
は
、
代
表
的
な
も
の
の
い
く
つ
か
は
既
に
報
告
さ
れ
て
き
た
。

（
１
）
田
中
登
「
伝
藤
原
為
家
筆
「
源
氏
物
語
』
薄
雲
巻
断
簡
の
紹
介
」
（
『
年
報
』
第
二
八
号
、
二
○
○
九
年
三
月
）

伝
藤
原
為
家
筆
河
内
本
大
四
半
切
「
う
つ
り
て
さ
う
し
…
…
」
以
下
二
行
一
葉
。

（
２
）
実
践
女
子
大
学
所
蔵
優
品
録
一
『
実
践
女
子
大
学
所
蔵
／
源
氏
物
語
関
係
古
典
籍
図
録
Ｉ
」
（
文
芸
資
料
研
究
所
、
二
○
○
九

田
中
（
１
）
槁
紹
介
の
一
葉
、
国
文
学
科
研
究
室
蔵
二
葉
を
含
め
て
、
計
八
葉
分
（
表
裏
と
も
に
具
え
る
も
の
も
あ

る
）
の
ツ
レ
を
紹
介
し
た
。

（
３
）
田
中
登
弓
源
氏
物
語
』
関
係
古
筆
切
三
種
」
（
本
誌
）

年
五
月
刊
）
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公
開
し
て
ゆ
＃
、
予
定
で
あ
る

こ
こ
に
、
あ
ら
た
に
紹
介
す
べ
き
古
筆
切
を
見
出
し
た
の
で
、
紹
介
の
稿
を
起
こ
す
こ
と
に
し
た
。
本
来
、
ま
た
ま
た
田
中
氏
に
検
討

し
て
い
た
だ
く
は
ず
の
資
料
で
あ
る
が
、
あ
い
に
く
年
度
末
の
多
忙
な
時
期
で
も
あ
っ
た
た
め
、
急
な
執
筆
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
で
き

ず
、
門
外
漢
な
が
ら
稿
者
が
あ
え
て
簡
単
な
紹
介
を
試
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
今
回
紹
介
す
べ
く
し
て
、
検
討
の
時
間
を
欠
く
た
め
に
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
断
簡
も
あ
り
、
い
ず
れ
近
い
将
来
に
順
次

そ
れ
を
基
礎
と
し
た
資
料
集
で
あ
る

こ
こ
に
、
あ
ら
た
に
紹
介
す
べ
き

〔
写
真
２
〕
極
札
・
裏

〔
写
真
１
〕
極
札
・
表鳶

圭
一
套
一

一

》

》

宮

、

一

曇

：
惣
臘
峰
麟
醗
齢
醗
懸
騨
騨
醗
鯨
齢
醸
鯵
欝
鶴
騨
鶴
鶴
顕
錘
醗
瀞
齢
畷
鰯
畷
蕪
蔚
膨
瞬

蕊

い
ず
れ
も
鎌
倉
中
・
後
期
の
貴
重
な
本
文
資
料
で
あ
り
、
斯
界
の
第
一
人
者
で
あ
る
田
中
登
に
紹
介
の
執
筆
を
お
願
い
し
た
も
の
と
、

蕊

葛

；

幸
白
目
辱
避
の
三
占
培

伝
坊
門
局
筆
四
半
切
（
源
氏
物
語
）
、
伝
四
辻
善
成
筆
細
川
切
（
河
海
抄
）
、
伝
顕
昭
筆
建
仁
寺
切
（
源
氏
物
語
和
歌
作

I

鼠;：識

灘。

蕊
謹

当
該
の
断
簡
は
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
の
『
源
氏
物

語
」
切
で
、
購
入
し
た
古
書
犀
に
よ
れ
ば
、
も
と
某

手
鑑
に
押
し
て
あ
っ
た
も
の
の
一
葉
と
い
う
。
料
紙

は
、
縦
一
八
・
四
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
四
セ
ン
チ
の

鳥
の
子
紙
。
「
阿
仏
禅
尼
蝿
墹
餐
（
朝
倉
茂
入
印
）
」

と
す
る
二
代
朝
倉
茂
入
の
極
札
〔
写
真
１
．
２
〕
が

伝
阿
仏
尼
筆
切

「一『ー
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付
せ
ら
れ
て
い
る
。

宜
補
っ
た
い
く
つ
か
の
本
に
つ
い

文
庫
蔵
）
Ⅱ
幽
の
ご
と
く
示
し
た
。

総
角
の
巻
の
一
節
で
、
大
君
が
、
み
ず
か
ら
は
こ
の
ま
ま
独
身
で
過
ご
し
、
中
の
君
（
文
中
は
「
な
か
の
宮
」
）
が
自
分
よ
り
も
器
量

が
よ
く
、
ま
だ
女
の
盛
り
で
あ
る
の
で
、
菫
に
要
せ
た
い
と
思
う
心
中
が
語
ら
れ
る
場
面
、
『
源
氏
物
語
大
成
」
一
五
九
九
頁
６
行
目
か

ら
皿
行
目
に
相
当
す
る
。
お
も
な
異
同
の
あ
る
箇
所
を
以
下
に
挙
げ
て
お
こ
う
。
校
異
の
略
号
は
同
『
大
成
」
に
準
ず
る
も
の
と
し
、
適

宜
補
っ
た
い
く
つ
か
の
本
に
つ
い
て
も
、
明
融
本
（
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
蔵
）
Ⅱ
明
、
公
条
本
（
同
）
Ⅱ
公
、
幽
斎
本
（
永
冑

断
簡
本
文
は
次
の
と
お
り
。
〔
写
真
３
〕
と
し
て
次
頁
に
掲
げ
る
。

ぬ
へ
き
よ
な
め
り
と
お
ほ
し
め
く
ら
す
に
１

は
こ
の
人
の
御
け
は
ひ
あ
り
さ
ま
の
う
と
ま
２

し
く
は
あ
る
ま
し
う
こ
宮
も
さ
や
う
な
る
３

こ
、
ろ
は
え
あ
ら
は
と
を
り
／
‐
～
の
給
ひ
お
ほ
す
４

め
り
し
か
と
身
つ
か
ら
は
な
を
か
く
て
す
く
５

し
て
ん
我
よ
り
は
さ
ま
か
た
ち
も
さ
か
り
６

に
あ
た
ら
し
け
な
る
な
か
の
宮
を
ひ
と
な
７

み
な
み
に
み
な
し
た
ら
ん
こ
そ
う
れ
し
８

か
ら
め
人
の
う
ゑ
に
な
し
て
は
心
の
い
た
ら
ん
９０

か
き
り
思
う
し
ろ
み
て
ん
身
つ
か
ら
の
う
１

－56－
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心
は
へ
Ｉ
（
河
）
・
〔
陽
・
国
・
阿
・
蓬
〕

断
簡
４
～
５
行
目
「
の
給
ひ
お
ほ
す
め
り
し
か
と
」
（
一
五
九
九
８
）

の
給
ひ
お
ほ
す
め
り
し
か
と
ｌ
明
・
公
・
〔
蓬
〕

ひ

の
給
・
お
ほ
す
め
り
し
か
と
ｌ
幽

の
給
ぉ
ほ
す
め
り
し
か
と
Ｉ
大
・
御
・
池
・
肖
・
三
・
〔
陽
〕

の
給
お
ほ
し
た
り
し
か
と
Ｉ
（
河
）

あ
る
ま
し
Ｉ
〔
横
・
平
〕

断
簡
４
行
目
「
こ
塾
ろ
は
え
」
（
一
五
九
九
７
）

御
心
は
え
Ｉ
明
・
大
・
肖

断
簡
３
行
目
「
あ
る
ま
し
う
」
（
一
五
九
九
７
）

あ
る
ま
し
く
Ｉ
明
・
大
・
肖
・
公
・
〔
陽
〕

あ
る
ま
し
う
ｌ
御
・
池
・
三
・
（
河
）
・
〔
国
・
中
・
蓬
〕

御
心
は
ヘ
ロ
公

イ御
心
は
へ
Ｉ
幽

心
は
え
Ｉ
御
・
池
・
三
・
（
河
）
・
〔
中
〕

目
「
あ
る
ま
し
う
」

あ
る
ま
し
く
Ｉ
明

あ
る
ま
し
う
ｌ
御

一
つ

あ
る
ま
し
く
Ｉ
幽

有
ま
し
う
ｌ
〔
阿

二
、
ろ
は
へ
〔
保
〕

、
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表
記
の
異
同
に
つ
い
て
も
詳
細
に
掲
げ
た
が
、
特
に
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

本
文
と
見
て
大
過
あ
る
ま
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

断
簡
叩
行
目
「
恩
」
（
一
五
九
九
叩
）

思
血
大
・
御
・
池
・
肖

の
給
お
ほ
し
た
め
り
し
か
と
Ｉ
〔
保
〕

の
給
お
ほ
し
け
り
か
し
と
Ｉ
〔
国
〕

お
ほ
し
た
り
し
か
と
Ｉ
〔
阿
・
中
〕

断
簡
７
行
目
「
な
か
の
宮
」
（
一
五
九
九
９
）

な
か
の
宮
Ｉ
大
・
御
・
池
・
肖
・
三
・
（
河
）

中
の
宮
Ｉ
明
・
公
・
幽
・
〔
国
・
中
・
蓬
〕

お
も
ひ
Ｉ
公

あ
っ
か
ひ
Ｉ
（
河
）
・
〔
保
・
国

中中
君の

｜君
一｜
阿，－，
－－階卜惟

中
み
や
Ｉ
〔
保
〕

な
か
の
君
ｌ
〔
陽
〕

中
の
君
Ｉ
〔
横
・
平
〕

思
ひ
Ｉ
明

三
・
幽
・
〔
陽
。
蓬
〕

園

中
一

要
す
る
に
、
当
該
断
簡
は
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
の

－59－



稿
」
、
国
文
学
研
究
沓

種
あ
る
と
い
う
。
い
季

と
は
異
筆
の
よ
う
だ
。

「
古
筆
へ
の
誘
い
」
所
収
の
杉
谷
寿
郎
蔵
夕
顔
の
巻
断
簡
は
、
当
該
切
と
同
じ
く
二
代
朝
倉
茂
入
の
「
阿
仏
禅
尼
鵡
鯛
醤
と
す
る
極
め

が
あ
る
が
、
「
人
」
「
我
」
な
ど
の
漢
字
、
「
あ
」
「
を
」
な
ど
の
仮
名
の
字
体
が
異
な
る
。
こ
の
ほ
か
に
は
、
伝
阿
仏
尼
筆
で
ツ
レ
と
判
断

さ
れ
る
よ
う
な
総
角
の
巻
の
断
簡
は
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。
阿
仏
尼
の
伝
称
資
料
に
も
う
一
種
く
わ
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

識
者
の
検
討
を
俟
ち
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〔
写
真
４
〕
極
札
・
表

〔
写
真
５
〕
極
札
・
裏

伝
称
筆
者
を
阿
仏
尼
と
す
る
『
源
氏
物
語
」
関
係
の
断
簡
は
『
古
筆
学
大
成
』
に
三
種
、
小
林
強
「
源
氏
物
語
関
係
古
筆
切
資
料
集
成

」
、
国
文
学
研
究
資
料
館
Ⅱ
編
『
古
筆
へ
の
誘
い
」
（
三
弥
井
書
店
、
二
○
○
五
年
三
月
刊
）
な
ど
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
三
種
な
い
し
四

あ
る
と
い
う
。
い
ず
れ
も
鎌
倉
後
期
と
み
な
さ
れ
る
、
流
麗
な
が
ら
や
や
線
の
細
い
女
手
と
も
見
え
る
筆
跡
で
あ
る
が
、
当
該
古
筆
切

ﾖ

1

＋

冒
骨
晋
甘
Ａ
設
具

野
議
鮮
識
熟
議
謙
譲
蕊

Ｆ
鐸
杢
鐸
鑑
識
甥
殿
騨
齢
騨
醍
認
鈴
毒
警
罎
鐸
瀦
識
鍛
癖
鶴
燕
錘
輝
寒
雫
蕊
錨
鱗
》
癖

こ
ち
ら
の
断
簡
も
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
の
「
源
氏

物
語
」
切
で
あ
る
。
料
紙
は
、
縦
一
五
・
六
セ
ン

チ
、
横
一
四
・
六
セ
ン
チ
の
鳥
の
子
紙
。
元
来
は
六

半
の
枡
形
冊
子
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
為
相
卿
ぬ
へ
き
」
と
す
る
古
筆
了
任
の
極
札

〔
写
真
４
．
５
〕
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
伝
称
筆

者
を
冷
泉
為
相
と
す
る
歌
書
切
は
か
な
り
な
数
に
の

三
伝
冷
泉
為
相
筆
六
半
切
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九十一三『源氏物語」 古筆切二種

ぼ
り
、
物
語
の
断
簡
も
少
な
く
な
い
。
「
古
筆
学
大
成
』
を
閲
し
て
も
、
伝
為
相
筆
の
『
源
氏
物
語
』
断
簡
に
一
○
種
を
あ
げ
、
い
ず
れ

も
鎌
倉
後
期
と
み
な
さ
れ
る
断
簡
で
あ
る
。
当
該
断
簡
も
同
様
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
〔
写
真
６
〕
に
見
る
ご
と
く
、
右
端
が
詰
め
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
一
面
一
○
行
書
き
の
本
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
翻
字
す

れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
は
長
い
若
菜
上
の
巻
末
ち
か
く
の
一
節
で
、
夕
霧
が
、
身
近
に
な
っ
た
女
三
の
宮
の
よ
う
す
を
見
聞
す
る
に
つ
れ
て
、
父
源
氏
や

ぬ
へ
き
を
り
Ｉ
、
に
ま
い
り
な
れ
を
の
つ
か
ら
御
け

は
ひ
有
さ
ま
も
み
き
掻
給
に
い
と
わ
か
く
お
ほ

と
き
給
へ
る
ひ
と
す
ち
に
て
う
へ
の
き
し
き

は
い
か
め
し
く
よ
の
た
め
し
に
し
つ
は
か
り
も
て

か
し
つ
き
た
て
ま
つ
り
給
へ
と
を
さ
ノ
‐
～
け
さ
や

か
に
も
の
ふ
か
く
は
み
え
す
女
房
な
と
も
お
と

な
／
‐
～
し
き
は
す
ぐ
な
く
わ
か
や
か
な
る
か
た

ち
人
の
ひ
た
ふ
る
に
う
ち
は
な
や
き
さ
れ
は
め

る
は
い
と
お
ほ
く
か
す
し
ら
い
ま
て
つ
と
ひ
さ

ふ
ら
ひ
つ
、
も
の
思
ひ
な
け
な
る
御
あ
た
り

8765432191(）
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＆
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》
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罫
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．
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》
》
ｕ
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麹
．
．
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一
号
・
苛
率
諦
識
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》
・
誤
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竃

誼
偲

や
１
４
廊
唖
ぶ
り
ヘ
ノ
ー
リ
鼠
奔
１

１
１
鐸
戸

拘

で
上
抄
も
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、
ゞ

耐
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〈
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季
、
ラ
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ｉ
ｊ
Ａ
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７ ぽ
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九十一三『源氏物語」古筆切二社

周
囲
の
あ
つ
か
い
の
仰
々
し
さ
に
反
し
て
、
そ
の
正
体
の
幼
さ
を
感
じ
始
め
て
い
る
、
と
い
う
、
心
中
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
源
氏
物
語
大

成
」
二
○
八
頁
哩
行
目
か
ら
二
○
九
頁
４
行
目
に
相
当
す
る
本
文
で
あ
る
。
こ
れ
も
諸
本
の
校
異
を
検
討
し
て
、
主
な
異
同
を
見
て

み
る
と
以
下
の
ご
と
き
で
あ
っ
て
、
さ
し
た
る
異
同
は
見
あ
た
ら
な
い
。

有
さ
ま
を
１
国

あ
り
さ
ま
を
Ｉ

あ
り
き
ま
を
Ｉ

断
簡
５
行
目
「
給
へ
と
」
（
一

給
へ
れ
と
ｌ
大

給
つ
れ
と
Ｉ
池

断
簡
６
～
７
行
目
「
お
と
な
ノ
ー
し
き
」
二
一
○
九
２
）

お
と
な
’
～
し
き
ｌ
大
・
御
・
陽
・
池
・
肖
・
三
・
（
河
）

お
と
／
＼
な
し
き
Ｉ
横

断
簡
２
行
目
「
有
さ
ま
も
」
（
二
○
八
過
）

あ
り
さ
ま
も
Ｉ
大
・
御
・
横
・
陽
・
池
・
肖
・
三
・
（
宮
・
尾
・
平
・
鳳
・
大
・
吉
・
岩
）

お
と
な
し
き
Ｉ
［
阿
〕

給
へ
と
Ｉ
〔
保
〕

給
へ
れ
と
も
１
国

←、戸弐

兼別
…､"○

九
１
）

御
・
樅
・
陽
・
肖
・
三
・
（
河
）
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琴
■
諄
遥
蕊
溌
蕊
蕊
蕊
蕊

こ
れ
も
、
要
す
る
に
い
わ
ゆ
る
青
表
紙
本
の
本
文
で
あ
る
。

前
記
し
た
よ
う
に
、
為
相
を
伝
称
筆
者
と
す
る
切
は
多
種
存
在
し
、
本
学
山
岸
文
庫
に
は
、
初
代
茂
入
の
極
め
に
よ
っ
て
為
相
筆
と
さ

れ
る
河
内
本
（
早
蕨
・
宿
木
両
巻
を
合
綴
）
一
冊
を
有
す
る
が
、
一
見
し
て
も
異
筆
と
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
な
お
か
つ
一
面
八
行
書

の
四
半
本
で
も
あ
り
、
形
態
を
大
き
く
異
に
す
る
。

（
４
）

島
根
の
美
保
神
社
蔵
の
「
手
鑑
」
に
押
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
当
該
断
簡
と
同
じ
若
菜
の
上
巻
、
六
半
切
で
縦
一
六
・
六
叫
横
一

五
・
七
ｍ
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
由
だ
が
、

蕊

断
簡
９
行
目
「
い
と
お
ほ
く
」
（
二
○
九
３
）

い
と
お
ほ
く
Ｉ
大
・
御
・
陽
・
横
・
肖
・
三
・
（
河
）

塗
確
認
し
鞍
《
、
淑
鶴
秘
”
評
鱗
鍵

も

お
ほ
く
Ｉ
〔
保
〕

い
と
Ｉ
池

．….苧‘豊

族蕊

の
上
巻
、
六
半
切
で
縦
一
六
・
六
叫
横
一

五
・
七
ｍ
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
由
だ
が
、

料
紙
は
斐
紙
で
あ
り
、
筆
跡
も
両
者
同
一
と

は
見
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
人
」
や
「
給
」

の
字
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
と
お
り
。
そ

れ
ぞ
れ
上
段
が
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
の
当
該

断
簡
、
下
段
が
美
保
神
社
所
蔵
手
鑑
中
の
断

簡
の
実
例
で
あ
る
。
右
は
適
例
で
は
な
い
か

も
知
れ
な
い
が
、
他
に
も
挙
例
し
う
る
と
こ
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九十一三『源氏物語』古筆切二種

注 ひ
ろ
く
識
者
に
教
示
・
叱
正
を
被
り
た
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
諸
賢
に
は
、

詫

露

（
１
）
池
田
和
臣
・
加
藤
昌
嘉
・
久
下
裕
利
・
久
保
木
秀
夫
・
小
島
孝
之
・
横
井
孝
「
座
談
会
王
朝
物
語
の
古
筆
切
（
巣
守
は
幻

か
？
ご
（
「
武
蔵
野
文
学
』
９
９
増
刊
夏
号
、
二
○
一
○
年
五
月
）
。

（
２
）
池
田
和
臣
・
久
保
木
秀
夫
・
田
中
登
名
児
耶
明
佐
々
木
孝
浩
「
座
談
会
古
筆
切
研
究
の
現
在
Ｉ
今
後
ど
の
よ
う
に
研

究
を
進
め
て
い
く
か
」
（
「
リ
ポ
ー
ト
笠
間
」
五
一
号
、
二
○
一
○
年
二
月
）

（
３
）
小
林
強
「
源
氏
物
語
関
係
古
筆
切
資
料
集
成
稿
」
（
伊
井
春
樹
Ⅱ
編
「
本
文
研
究
考
証
・
情
報
・
資
料
』
第
六
集
、
和
泉
耆

院
、
二
○
○
四
年
五
月
刊
、
所
収
）
。

（
４
）
「
古
筆
手
鑑
大
成
」
「
第
十
五
巻
重
美
手
鑑
（
島
根
・
美
保
神
社
蔵
）
」
（
角
川
書
店
、
二
○
○
五
年
七
月
刊
）
。

醗
蕊
議
謹
蕊
鍵
蕊
鐸

蕊
弓蝿

獣~F
晶纈
月＞[

茸晶､

一
》
蕊
鐸
蕊

露f

鴬

蕊
騨
岬
無
職
蝿

・
辞
鮮
謁
戦
。

蓉
識
》

ろ
、
こ
こ
で
は
省
略
に
従
い
た
い
。

つ
ま
り
は
、
こ
の
切
に
つ
い
て
も
、
前
節
の
「
伝

阿
仏
尼
筆
切
」
と
同
様
に
、
い
ま
だ
ツ
レ
を
見
出
だ

せ
て
い
な
い
。
印
象
が
似
て
い
た
と
し
て
も
、
実
際

に
比
較
検
討
し
て
み
る
と
右
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で

あ
る
。
今
回
こ
の
よ
う
な
中
途
半
端
な
報
告
を
あ
え

て
す
る
の
は
、
こ
の
槁
冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
で
は

あ
る
の
だ
が
、
な
る
べ
く
見
や
す
い
影
印
を
掲
げ
、

ぜ
ひ
と
も
微
衷
を
察
し
、
情
報
を
寄
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
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付
記こ
の
よ
う
な
体
た
ら
く
で
は
あ
る
が
、
田
中
登
・
久
保
木
秀
夫
の
両
氏
に
は
、
ご
く
初
歩
的
な
質
問
を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
懇
切
な
教
示

を
頂
い
た
。
せ
っ
か
く
の
情
報
が
あ
っ
た
も
の
の
、
槁
者
に
は
所
詮
付
け
焼
き
刃
。
こ
こ
で
も
「
ひ
ろ
く
識
者
に
教
示
・
叱
正
を
被
り
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
を
再
度
く
り
返
し
て
お
き
た
い
。
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